
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

メインクラス Lv.1: レベル
効果：

サポートクラス Lv.1: 性別

称号クラス 年齢 効果：

種族 境遇 効果：

目標
効果：

筋力 器用 敏捷 知力 感知 精神 幸運
基本値 効果：

HPボーナス
クラス修正 MP 効果：

他修正
フェイト能力値 効果：

装備品 射程 命中 攻撃 回避 物防 魔防 行動 移動
効果：

右手
左手

効果：
頭部
胴部

効果：
補助

装身具
効果：

能力値
スキル

効果：
その他

m

効果：

効果：
ダイス数 d d d

能力値 スキル その他 合計 ダイス数 所持品
トラップ探知 + d

トラップ解除 + d

危険感知 + d

エネミー識別 + d

アイテム鑑定 + d

魔術判定 + d

呪歌判定 + d

錬金術判定 + d

現在重量：

最大重量： 所持金： 預金・借金：

出自
（効果）

総計(右)
総計(左)
総計(両)
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R1

天翼族、飛行状態になる。シーン終了まで持続する

武器攻撃を行う。ダメージロールに+[SLd]

剣を使用した際の命中判定に＋1Dする

自身のHPにSL×4する

ダメージロール直前に使用可能、仲間のダメージを肩代わりしそのマスに移動する

自身のHPをSL×10まで消費し 対象に武器攻撃+闇属性の消費したHP×2の闇属性物理または魔法ダメージを与える

対象に闇属性物理攻撃+SL×2攻撃を行う、対象にダメージを与えた場合次誰かがその対象へ与える攻撃は防御力を無視する。

物理防御力に+SL×2 魔法防御力に+SLする

武器攻撃前に使用。ダメージをSL×2D増加させることができる

自身の攻撃に+精神するv

自身のに毎ラウンド5のHPロスを与え命中、ダメージ、回避に+1Dする

奇襲された際の-1D判定がなくなる

筋力～幸運好きなものを選ぶ+3 このスキルは指定能力が違えば多種取得できる

HP＋CL

「私はユスティーツ……《誰か》を守るために痛みを背負う者」
「痛みは癒される、けれど痛みを蓄積しなければ《誰か》が悲しむ。だから私が痛みを背負う。そうすれば、《誰か》が幸せになれるから」

”ユスティーツ”と名乗る暗黒騎士。
アリュカーン方面出身であることを明言しているが、それ以外の経歴を一切口にしない謎めいた女性。
普段は黒づくめの鎧に身を包んでいるが、その中身は手入れされたブロンドの髪を持つ少女。体には病由来の痣が全身に浮かんでおり、鎧はそれを隠すためでも
である。

　両親はどこかの国の諸侯に仕える闇の一族の者であり、ユスティーツもまた同様の存在となるべく訓練を受けてきた。
　しかし、ある時自らが重い病に侵され、とても�使えた状態にはならないとされて、捨てられてしまう。
　病の苦しみに喘ぎ、死を待つだけの状態となっていたが、通りかかった一人の騎士によって救われることとなる。
　それ以降の人生は、その騎士の下で暮らすこととなる。彼についてゆく内に、自らもまた騎士を志すようになる。彼女を拾った騎士は英雄に近しい誉ある戦歴
を誇っていたが、その都度、危険な戦いへと送り込まれていった。
　ユスティーツはそれを疑問に感じた。彼女は、英雄という言葉に疑いを持った。なぜ英雄という都合のいい言葉で祀り上げ、�危険な戦地へ送り込むのだろうか
。お前達が思っているよりもずっとこの人は苦しんでいるというのに。お前たちが思っているよりもずっと、この人は笑顔を作っているのに。

　やがてその騎士が戦死した後、ユスティーツは自らの生きる道を定めた。
　彼女は闇に通ずる力を求めた。公明正大な騎士ではなく、たとえ異端者やその他の蔑称で罵られようと、痛みを与えられている《誰か》を護ろうと決意した。
そしてたどり着いたのが暗黒騎士の道であった。

　我が身は傷の化身にして、苦難を往く命の証�───彼女の目的はただ、己の正義のために。
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